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3-1. 文字単位集合
スペイン語の辞書には標準 26字(ラテン文字)の外に [chJ[1] [rrJ [負]の項目があるが、
[剖以外はどれも 2文字(単位)からなっており、([“] ['J (アクセント符号)も併せれば)29の
文字単位でスペイン文字は構成されている 1ヘでは、規範葬文には一体、幾つ文字単位が
あるのだろうか。それが本稿での最初の問いである。











( 8) N 
(22) X (汽)
〈9)S*(1) (17) 0 (ム) * i降
(23) Z (阿)
( 2) j (し) * * 
(18)よ(よ、 d、d) * * (10) ;:r(C、口) (24) 月(問、出、~)
(3) i 
(11) (* (コ) (19)よ(3、e) (25) T (ア)
( 4 )よ女
(12) V (ハ、リ (20)ω('<.1、 V、山、 γ) (26) II 
( 5) i 
(13) U (lJ、1f) (21) j (t、&:J) 
( 6) ~ (14) 0* 
(7)rf(了) (15) 0 * 
表 2 規範葬文部首目録









漢字と同様で、 1(文字)単位と見てよい。(以下で、は、個々の象形字の意味は省く。)[ddu] [zzyp] 
[hxe] [shut] [ji] [nyu] [ba] [nzyt] [gge] [fu] [bbo] [lat] [ssyt] [yyr] [vie]も同様である。 [dit]は
へん
(単狙字が表 1になし、 (8)の代表形を縦に並べた)[hxit]を偏(左側)に持つが、([nzip]に類似の)
残部形が表 1に無い。従って、 (2単位に分解できず)1単位となる。 (2)の[mu][vo] [zzep] [kit] 
[mut] [su] [hlo] [te]に特に問題となる字は無いようで、どれも象形で 1単位である。 (3)での
[hxep] [huo] [dur] [tep] [mo] [cha] [hnip] [jyt] [ie] [rryp] [zhu] [nyi] [sha] [mga] [vyt]も同様で、、
1単位である。
単独宇の [cyp]が表 1にある (4)は少し事情が異なる。 [nuo][niep]は象形で 1単位であり、
[sse] [tie] [chop]も結果的に 1単位となるが、 [jiet]は2単位である。つまり、 [sse]は[cyp]の、
[tie]は[dop]の、 [chop]は[cyp](1字分か 2字分)の、各残部形が表 1に無いのに対し、 [jiet]は
[ne]が 2字並んでいるからである 2へ (5)の[kie][yie] [zzy] [bbu] [vup] [zzip]は全て象形で、
1単位である。 [zzy]も(5)の代表字形が単独では表 1に存在しないのである。ただ、 [vup]
を(5)と認識するのは少し難しい。字形の変遷過程を考慮したためのようだが 2ぺ外観から




(げ7)は 18剖0'回転形を異体字としている。 [ndat][cup] [na] [mip] [njur]は 1単位で問題ない。
また、(複数単位の可能性のある)[hnop] [hnot] [chyt]も単独の (7)が表 1に無い以上、 1単位
と見るのがよい 2へ (8)の[chy][bbe] [zhyp]も同じで、単独の代表形が表 1に無く、 1単位と
見るより外にない。 ([N]がもし表 1に存在すれば、 [zhyp]は勿論 3単位となる。)(9)の[bbut][jip] 
(回転対照形)も (10)の[yo][luot]も象形で、問題なく 1単位である。
(11)の[ju][ngot] [rre] [mgu] [vu] [hne] [rrup] [mge]はどれも 1単位である。代表形の内、
単独字が表 1にあるのは「半円形」の方だけなので、 [ηe]は当然 1単位だが、 [ju][ngot] 
[mgu] [vu]も1単位となる。残り ([hne][rrup] [mge])は複数単位性の高い(同一形を重ねた)
外観だが、基本の単位が表 1になくも、やはり 1単位と見るしかない。 (12)の[syr][sy] [qy] 
[kup] [qyp] [jop] [hxuot] [kep] [jit] [yyt] [nzuo]は1単位と見て、問題ない。 [po]は上下に、 [yu]
は[十]と残部に、各々分かれる可能性はあるが制、 4要素形共に表 1に無いから、 1単位
となる。 (13)の内、 [gu][ddur] [ngat] [zzyr] [it] [wat] [jie] [zhep]は1単位(象形)見るに、特に
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問題はない。 [nzyr]は(13)と[ke]から構成されるとも解釈できるが、 (13)の代表形は表 1に
無く、全体で 1単位となる。
部首(14)の所属字は現在の対象には無い。 (15)の[tu][hlep] [ho] [qop] [hmup]は象形で、
代表形は([tu]なので)表 1にあるが、どの残部も表 1に無く、皆 1単位である。 (16)の[co]
[0] [bbuop] [nbyt] [nra]は象形の上、代表形が表 1に無く、どれも 1単位である。 (17)の内、
[jjut] [mgo] [nyuo]も同様で、 1単位である。また、上と下の要素からなる [piep][hmyr]は 4
図形のどれも表 1に無く、共に 1単位となる。 (18)の代表形は表 1にあるが、 [mot][nip]の
残部は表 1に無く、共に 1単位である。 (19)の[shy][jjup] [top]は象形で、代表形は([shy]
なので)表 1にあるが、後二者の残部が表 1に無く、皆 1単位である。 (20)の[jot][xie] [got] 
も象形、 1単位である。 (21)の[wo]と、 (22)の[cy][zy] [qi] [nba] [qiep] [zza]も同様で、 1単
位である。 (23)の[py]は字源的に代表形(表 1にある)と残部に分解可能だが、残部が表 1に
ない。やはり 1単位となる。 (24)の[shat][da] [qyt] [ggup] [che]は象形で、 1単位である。
[sha] (代表形)が表 1にあって、 [da]河川 [ggup]は複数単位に分解も可能だが、残部が表 1に
無く、 1単位である。 (25)の[nbie][zziet]は象形、 1単位である。 (26)の[ke][gop]は象形、 1

















単位である。続く((1)内の)2画には、 [nbiep][bbi] [nyot] [kut] [hly] [nyup] [jjur] [ndu] [bbot] 
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[aJ [foJ [shytJ [biJ [patJ [nbupJ [xyr Jが並んで、し、る。 [bbiJ= (1) + (22)、[bbotJ= (1) + [yy J、[aJ= (1) + 
[hxoJなどが要注意だが、どれも 1単位である。残余の要素 3画には、 [qotJ[nzipJ [zheJ [mypJ 
[hmiJ [zhyJ口ytJ[huopJ [jjuJ [ddipJ [nry J [nbapJ [nrapJ [ruopJ [世ypJ[ddupJが並ぶが、皆 1単位
である。また、総画数が少ない割に、字数が多いためか、規範葬文は比較的似た(と筆者には見
える)字形が目に付くが、結局は 4画も同じ結果で、 [ggeJ[uoJ [quoJ [bapJ [zitJ [ddiepJ [mguoJ 
[hlaJ [rur J [fopJは 1単位である。尚、 5画も同じで、 [ddieJ[vyrJ [zieJ [rutJは 1単位である。
(2)は日iJ日iepJ[ggoJ [buJ [吋i][吋itJ/ [ngeJ [duoJ [xipJ [kuJ [kurJ [dutJ [qupJ [tiepJ [shuJ 
[ngopJ [sieJ [zhuopJ [ggiJ [gguotJ [meJ [vietJ / [lietJ [hxietJ [bbuoJ [ndiJ [tiJ [mur J [goJ [hmy J 
[sitJ [satJ [ngapJ [bbepJ [qieJ [ndapJ [zuJ [hmieJ [puopJ [quopJ [yupJ [zuopJ / [hmuJ [rruoJ [rrotJ 
[tuopJ [fatJ [shapJ [nyieJ / [saJ [surJ [niJ / [chypJ 27)だ、が、代表形(2)が単独で存在しないため、
この大半は 1単位となる。従って、注意を引く字のみ触れる。先ず[duoJ(=(2)+[ggoJ)だが、










(2) + [xyJ [dopJ [gaJの[kuJ[kur J [tiep Jも 1単位である。 (2)+ [waJ [ggoJの[bbuoJ[ndiJも同じ
である。 [sieJ(= [吋iJ+ [cJ)、[sitJ(=[muJ+[cJ)を2単位と見るかは残余図形[cJを(11)の単体字
[hxuoJと見なせるか否かに依るが、位置も隅で部首(11)の所属字([町田][jjop] [jjuo]は中央)と
は異なるので、本稿では両者は(大きな円形の[tu]と[xip]の小円のように)異なるとすることに
した 3010 要するに、弁別符号の一種だと判別したのである 8九ただ、それでもサイズの境
目は問題になる。具体的には、先に(145字中で)1単位とした[jyt](所属は(11))も弁別符号
と見るのかである。 [c]は中央でかなり大きいから、弁別符号と見たくはないが、 2単位(=
[ci] + (11))ではない。だが、カタカナにも 2単位(=[のれ])とも 1単位(=[る])とも見える例
( [Jレ/ルJ)があることを思い出せば、特に問題ではなくなる。(尚、 (145字の)[mge] (所属は
(11) )が 1単位であったことも[町urJの左要素が表 1に無いことで、特に矛盾は起きない。)
話を進める。 [ggiJ=1=-(2) + [ngot]で、 [gguotJは 1単位である。 [gguotJ= (12) + [liJだとして
も(12)が表 1に無し、からである。 [sat][ngap] l'i [li] [nge]と残部からなるが、残余形を (11)
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とは見ない。従って、共に 1単位である。 [liep][吋i]日iep][li] [nbiep]日i][nge] [hxietJ [hmeJ 
と残部からなる [ndapJ[hmieJ [rruoJ [町otJ[shapJ [saJ [surJ [niJ [chypJも基本的に同様で、残
余形が表 1に無く、 1単位である 3ヘ
次は(3)で、 (3)+ (22) (24)の[suop][chatJは(3)残部が表 1に無く、 1単位である。 [zhuo][rat] 
[ziep] [hniet]は[ci]と残部からなる。残余形は[zhuoJでは先の[OJの類(弁別符号)と見なすが
ね)、後三者は単独字が表 1に無く 1単位である。尚、二番目では他の所属宇と異なって[ciJ
と交差しており、 (12)(の異体字)と見るのも難しい。 [wepJ[citJ [nzeJは(3)に属す[nyipJと残
部く(8)， (3) ， [ + J >よりなるが、残余形が単独では無く、 1単位である。(尚、 [citJ[xoJ [ssopJ [joJ 
[matJ [xopJ等に共通な (3)を左右に並べた字形は表 1には無い。)[rrutJ [ruoJは(3)の口aJに弁別
点の付加された字と見るから 1単位である。 [cietJを2単位と見るには、 (4)の単独形[cypJと




([zhoJ [mat]にも共通な)[可uoJの上側字形は(3)(や表 1)に無いから、 1単位である。 [zho]
[mat]は[cit][shat]と残部からなるが、残余形は表 1に無し、から、 1単位である。 [byp][rra] 
は[ci][cyp]を含むが、残余形が表 1に無く 1単位である。 [sheJ[shepJは共に[wep](所属
は(3))を包含するが、残余形が表 1に無く 1単位である。 [pyp]は見方により [byp]や[ci]や
[nyipJを含むが、どの分轄方でも 1単位となる。 [fut]も同様で([nyip]ないし[sip]を含む分轄
では)何れも 1単位である。 [chuot]は[zhuo]と残部[c]からなるが、位置は([hnit]の様な左上
隅でなく)右上隅である。これも (11)(つまり [hxuoJ)でなく、弁別符号と見るので、 1単位と
なる。 [nbit]は[zzurJ(か[sip])と残部からなるが、何れも 1単位である。
部首(4)には単独字[cyp]があるが、残部が 1画の字は全て 1単位である。 2画では、 [hxa]
[ndep] [yip] [nryrJ [yurJ [vapJ [de] [tit] [apJ [hlypJ [kuop] [vut] [ryp] [nyoJ [byt]に検討の要があ
る。 [hxa]は[hxo]と[c]からなるが、既述の[jytJの際に検討したことがここでは当て蔽まり、 [c]
は弁別符号でなく (11)となるから制、 2単位である。 [ndep][nryr]は[cyp]， [sseJ (か[cyp])と
残部だが、共に 1単位である。一見、前者には[cyp]+[ju]の可能性もあるようだが、サイズ面
と[0]の傾斜角には疑問が残るからである。 [yip]は(4)+ (22)だが、その単独字[XJは表 1に
無い (1単位)0 [yurJは[ggot]と[dop]の何れを要素に分解しでも残部は表 1に無く、 1単位で
ある。 [vap][de]は[cyp]+ [shat] [cip]で、共に 2単位である。 [titJは[dop]を含むが、 1単位






と見たので、 1単位となる。すると、同じ理由で[vut]も((4)+ [nbiep]でなく )2単位となる。
また、 [nyo]は(4)+ [hxit]で、 2単位である。 [byt]は(4)+ (22)だが、 (22)は単独字が無く 1単位
である。
3画以上では、 [vypJ[yiepJ [muoJ [yuoJ [zhur J [chuoJ [ngieJ [nzaJ [nzitJ [bbytJ [hzapJ [ggepJ 
[koJ [kuoJ [nurJ [yuotJ [turJ [hmatJ [chotJ [ndieJ [ggetJが一応の検討対象である。 (4)+[gaJ+[ I J 
の解釈も可能な[vypJはCJが表 1に無く、 (2単位でなく)1単位となる。 [yiepJは[loJ+(22)でも
[yipJ + (17)でも 1単位である。 (22)(17)は単独字が無し、からである。((15)は構成が異なる制。)
[totJ+[cypJの[muoJ、[sse]+[hlep](15系)の[yuo]は2単位である。 [zhurJは[tot]と(既述の)




1単位である。 [bbytJは[chopJも[cypJ+ [cypJも含んでおらず、 1単位である。 [cypJ+ [njuJなら
[hxapJは 2単位だが、それは無理で[hxo]と表 1に無い残余形にしか分かれから、 1単位で
ある。 [yuot]は[ga]+[tot]で、 2単位である。 [tur]を[cypJと穿に分けても右側は単独字が
無く 1単位である。 [hmat][chot]は[sse][chopJを含むしか分けられないから 1単位である。
[gget]は[cypJと[nzi](所属は(26))だから 2単位である。
今度は単独字が表 1に無し、(5)に移る。 [nzop]は下側が (15)、つまり [tu]だったとしても
上側(5)の単独字が無く 1単位である問。 [zzoJは[yie]と[OJ(tu)からなり、 2単位である。
[gip]は[tip]と表 1に無い残部からなる。 1単位である。 [jyrJ [hnat] [rret] [nret]は[yie][tipJ 
[tip] [tip]と表 1に無い残部からなる 1単位である。 [ry]は(5)と[ji]からなり 1単位である。
[ssip] [chyr] [giep] [ddop]は[ssi][yie] [町et][gip]と(単独字が表 1に無い)残部からなり、
1単位である。 (6)も単独字が表 1に無い。当然、部首(6)の所属字は基本的に 1単位である。
[自hyp]と(145字中の)[hnie]は共に 1単位だから、この対で(前者に加えた)後者の小図形は
弁別符号だと分かる。無論、 ([shyp]と弁別点の)[fy]も閉じ、 1単位である。 [shat](24)と(6)
の[nryt]は 1単位である。 [ndop]は分解は難しい。 [ke]と残部に分けることは不可能では
ないが、何れにしても 1単位である。尚、 1単位の[ggop](所属は(6))と半円からなる [ggap]





続く (7)も単独宇は無い。 [nda]は[do]に弁別点[0]が付いた字形であり、 1単位である。
これはまた、 (145字中の)[njur] (1単位)が[do]に弁別点が付いた字だという解釈にも合う。
[nap] [lap]は[hlut]に残部(cr]，[E])が付いた字形である。前者は 1単位だが、後者の (19)は
単独字[shy]があり、 2単位となる。 [hniep]も(2)の日i]と (7)の[gep]からなるので 2単位で
ある。次の (8)も単独字は無い。従って、これが縦に二つ並んだ[hxit]、よく似た日yp]、(8)と
[tu]が縦列した [hma]は皆 1単位である。 [cho][shuop] [fa] [zzit] [fap]は[hxit][bbi] [wap] 
[pat] [ke]を含むが、残部の単独字が表 1に見えず、何れも 1単位である。
部首(9)(10) (11)は単独字が存在する。順に[lyr]/ [mop] ， [put] / [hxuo]である。先ず、 [hmop]
[sot] [可yt]は(9)に弁別点などを付加したもので、 1単位である。 [zhyt][sop]も口yr]の残余形
は少し複雑だが、基本的には同じで、 1単位である。 [gga](=[lyr]+[nbiep])は2単位だが、
[zyt]は[bbi]+ [bbi]とは少し違い、 1単位と見るしかない。 (10)の[mop]を字形中に含む[gi]
[hlap] [nrop] [nro] [git]が 1単位であることは([lyr](9)の場合に倣えば)容易に理解できる。
また、 [nro]と破線の [ssyp]も1単位である。 [zip][yo] [jup] [sap] [nbut] (と 145字中の[luot]) 
では、その共通形が表 1に無いので、皆 1単位である。 [cyp]+ ([mop]+小符号)の[cap]は後者




部首(11)に移る。 [C](hxuo) + [c]の[bup]は1単位なのか、 2単位なのか。 [CC]式の並置なら
2単位だが、そうではない。(註 34)に示したサイズ基準でも微妙だが、(上下隅にある弁別点
と違し、)中央にあるので、 2単位とする。 [hxuo]+ (4) (7)の[vi][hxie]だが、単独字[cyp]がある
前者が 2単位なのに対し、((7)の異体字が表 1に無い)後者は 1単位である、[コ]+[c][s]の[tat]
[hxot]は((11)の異体字が表 1に無く)共に 1単位である。([コ]が)(24)と交わる点は異なるが、




も1単位である。 [nyiep][nyiet] [bbat] [hnet]の共通形は[bbiep]と異なっており、表 1に無い。
従って、 [ga]や[cyp]+ [cyp]を含む[nyiet][hnep]でも結果は同じで、皆 1単位である。
部首(12)(13)には単独字がない。 (12)の所属字[ga][cyt]が1単位なのは直ぐに分かる。
直後に続く 1画や 2画の項の字形は馴染みの図形への分解が容易な印象を受けるが([juo] 





[ga]と弁別点、の [jjuop]、[ke]と(12)の[vy]、[sy]と[=]の [mgup]も1単位である。尚、 [gat]
は[ga]が二つとは見ないため、また[lot]も[ke]を含むが、両字共に 1単位である。次に、
(13)の代表形は下側に別の図形が来ない点が (12)の代表形と異っている。 (13)は単独字が
ないので、 [jur]<= (4) + (13) >式の字は 1単位である。 [njip][ngat] [i] [it] [nzur] [pa] [gur] [dat] 
[nzie]は[gu]に表 1に無し、小図形が付いており、 1単位である。
(14) (15)には単独字[nyop][tu]がある。部首(14)の字は皆 ([ndip][ki] [rro] [lop] [nbat] [血]) 
[nyop]に表 1に無し、小図形が付いており、 1単位である。既に触れた (15)では、 [ca][gap] 
[gup] [jut] [ssep] [lut] [bo] [mie] [guop] [nzyp]が([cypJ[gaJ [gu日dopJ[sseJ [keJ [buopJ [cyJ [gopJ 
[jiJとの)2単位だが、それ以外は ([0](tu)の残部が表 1に無く)1単位である胡)。
(16) (17)には単独字が無い。当然、 (16)に属す文字は基本的に 1単位となるが、 [cut](= 




らなるとすれば、 1単位である。勿論、 (16)+ (8)の[hlat]、(16)+ (22)の[bit]、(16)+ [hxit] (8系)
の[nrut]、[hlop](16系)を含む[iet][hluop] [hlip]、[ma](16系)を含む[cop]、(16)+ [shat] (24)の
[rep]、(16)+ [hxiep] (16系)の [nbur]は 1単位である。また、 [bbi]似と (16)の[ra]、[vat](16系)
を含む[zze][bbit] [si]、[fluop](16系)を含む[juot]、[fluop](16系)を含む[juot]、[zuo](16系)を
含む[pot][hep]、[nr叫 ](16系)を含む[gut]は 1単位である。尚、 [nuop](=[qip]風+[ I J)、[juop]
(= [caJ風+[CJ風)は構成要素を (15)系の [qip][ca]と同一視しないので、 1単位である。(これは、
145字中で、 (16)の所属字[oJ(= [qipJ風+[cypJ)を1単位としたこととも符合する。)[hlep] (15系)風を
含む[pie][xuo]、[qip](15系)風を含む[muop][pur] [chu] [zhat] [chup]も1単位である。
単独字が (17)に無いため、 [ggur][zot]は 1単位だし、 [zhup][zop]からは 3単位の可能性が
消えて 1単位となる。 (17)と[nbiep]の[ndep]、(17)と[shat](24)を含む[re]、[lip]が字形の
一部の [mgot][nbi] [ha]は 1単位である。
部首群(18)(19)には単独字が存在するが、代表形((18)の[pytJ、(19)の[shyJ)だけで、異体に
は単独字は無い。 [pyt]と弁別符号の [hmot][nde] [pyr] [zzi]は勿論、同類とも言える [ip][pit] 
[jjip] [ddep] [nrep] [nit] [byr]も 1単位である。 [qitJは[shy](19)と[mot]の 2単位だが、 [hxat]
は(18)の異体形が表 1に無く、 1単位である。 (19)では、 [hot][yyp]が 2単位([shy]+ [hxuo]) 
か 1単位かを決める必要があるが、今は [CJを弁別点とは見ず、 2単位とした 4九 [vep]内
の具体の (19)は単独宇が無く、 1単位である。 [vep]と小図形の [mgop][bot]、[shy]と小図形
の[hluJ[tuotJは 1単位である。単独字の無い (19)の別の異体を含む[zaJ[zypJも1単位だし、
[hot]と破線からなる [zyr]は表 1の複数字に分解できず、 1単位となる。
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単独字は部首 (20)(22)には存在しないが、 (21)の異体([shurJ)にはある。従って、 (20)(22) 
は基本的に 1単位である。 (20)では代表形と (22)[吋iJ[nbiepJ [jot]からなる [xitJ[xiet] [mapJ 
[nboJ、異体形と [nbiep]からなる [nzupJ等がそうだし、 (22)では[cyJと小図形(弁別符号等)の
[qiJ [wop] [pip] [ndut]、[hop][pip]と小図形(弁別符号等)の [ropJ[zzap]だけでなく、 (22)[lur] 
[yie]と(22)(代表形)も 1単位である。
部首(23)(24)には単独字((23)の[cipJ[hxopJ / (24)の[shatJ[shopJ)がある。 (23)では[hxopJと
[bbiJからなる [qyr]は 2単位だが、それ以外く[cip]と小図形(弁別符号等)の [hmut][kipJ [ddut] 
[qietJ、[hxop]と小図形(弁別符号等)の [py][kiep] [可oJ[hxi] [njot]、[kiep]を含む[nbyr]等〉は
皆 1単位である。同様に、 (24)では[shatJと[cypJ[hxuoJからなる [dapJ叫)[guotJ、[shatJが二つ
並ぶ[gguJ[bba]は2単位だが、外はく[shatJと小図形(弁別符号等)の [ka][伊oJ品)[chuopJ、[daJ
(16系)を含む[cuJ等〉は皆 1単位である。(これは、 145字中で、([shat]を含む)(24)の所属字[da]
[qytJ [ggupJを1単位としたことと符合する。)無論、異体の (24)と[cypJからなる [hnap]は1単位
である。
(25)には単独字が無く、この部首の所属字は ([buopJ+ [buop]で2単位の)[bop]を除けば、







文字単位数型 1 2 3 4 総計字数





(参考までに示せば)2.1 (日本文と韓国文)、 2.3(中国普通話文)である 46)。
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3-3. 幾何学的類型の分布
本稿(の条件)で抽出した規範葬文の文字単位は亘週笠呈 1宇と 1単位文字 774字(表 3)
である。今度は、この文字単位集合(775宇)の幾何学的類型の分布を調べてみた。結果を
表 4に示す。尚、この類型には次の 8種類(例はラテン文字)がある刊。即ち、
1 .上下対称文字一[BJ[CJ [DJ I .左右対称文字一[AJ[MJ [TJ II .上下左右対称文字一[H][I J 
N.点対称文字一[NJ[SJ [ZJ V.回転対称文字一[OJ[XJ VI.右鍵型文字一[LJ
VI.左鍵型文字一[J 咽.非対称文字一[FJ[GJ [PJ 
表 4 規範葬文のく文字単位の対称類型〉一覧表
1 : bit，dit，bi，pip/biet，pie，iep，biep/tatllat，kat，da，ta，hla，ka，tap/hxuo，guo，nuop/bot，pot，bbot， 





I : bbit，mit，fit，ggit，hmip，dip，ndip，hlip/bbiet，vie，ddie，piep，ddiep/ba，pa，bap，bbap，map/ 
hxuot，dduo，hluo，gguo，uop，dduop，hluop，luop，mguop，hxuop/got，mgot，po，bbo，nbo，ddo， 
bbop，nbop，hlop，lop，gop/ket，be，ke，kepllut，kut，mgut，fu，lu，gu，ndup/nbur，hmur，ddur，hlur， 
gur/my， vy/hmyr， vyr//xit，zi，silnjiet，zzie，jjiep，njiep/ssat，zap，chap/nguo，nzuo，shuo，juo， 
jjuo，xuo，cuop，nyuop/zot，jot，xot，ngo，rro，sho，zzop，qop，jjop，nyop/chet，zhe，che，cep，zhep/sut， 
shut，rut，nzu，rru，qu，zup，nzup/nzur，rur，qur/zzyt，syt/cyr，nzyr，syr，ssyr，yyr， [~J (よ斗斗.iA:2)




N : hmit，hxit/ie，ndie，diep，ggiep/fat，la，ddap/hnuo/ggot，lo，dop/hne，hnep/bbut/hlyt，bby， 
bbypllyr//jit，jiぷp，yip/jie，njie，ngiep，yiep/zha，nrap，shap/cuo，ruo/sot，chot，so，sop，zhop，
chop，njop/nre，sep/rrut/zyt，cyt，shyt，ryt，jjyt，xy，cyp，zhyp， (己込立与)
V : lip/tui/jjilrot，ho/ (主牛車~)































IとEの間では(漢字では 1:2%， I :30%強、葬文では 1=.oII:15%弱)偏りの有無が異っている 4へ
ただ、この相違点に関する(大枠での)説明はそう難しくはない。それは、事文字が曾て絵的






















① . (¥単位文字): 
②I]/[] (二1+口)
③ 】/凹 (二回+ロ)
④ a~ (= '-+0) ④b~ (二口+..1 ) 




塞五三に 3単位(以上)文字の一覧を示した。大半は (1単位と 2単位以上)の組合せである。
<3単位文字>
4. (操作:②+③) 日右 6. (操作:③+③) 目
12.・b(操作:④ b+③) 目上 24. -a (操作:⑦ a+②)左回
27.-b (操作:⑦b+③) 国上 30. (操作:⑧+③) 固上
34.-b (操作:⑮+③) 面上 i . (操作:24a+③) 田上(4単位)
表 6-2 規範葬文のく配置類型〉表 I
補 1) ーなどは黒い箇所で全体で 1単位分。





表 7 規範 葬文 配置 類型(単位数)一覧表
b P bb nb hm m f v d t dd nd hn n hl 1 g k gg mg hx 
①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①一① t 
1 ③ ③ ③ ③③③③③ 4③③③③③③③③③③③ー③ x 
①①①①①①①①②①①①①①①①①①①①ー①
①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①ー① p 
① ① 一 ① ① ①一一一①① ① t 
1 e ③③③③ ③③ 30ー③ i ③③③③  ③③③③③③③③  x 
①①①①①①⑧ー① 24a① ①①① ①①①①①①①①  
①①①①①①①一①①①①一④ b ①①①①①①一① p 
①③ ① ①①①①①①①①①①①  一①①①①①①① t 
a ③③③ 4③③③③③③③③③③③③③③③ 6③ 12b x 
①① ① ②①①①①①①①①①①①①①①①③①④ b 
①①①①① ①①①⑮⑦ b ① ①①①①①②③①②①①  p 
① ① ①②ー①ー① t 
u 。③ 27b③③一 ③ 12b一一③ ③ ③ー③ ③③③③ 4 ③③③  x 
①⑦ b①① 一 ① ④ b一 一① ①①ー①①①①①②①①①
①①①①ー①① ①①一一 ①①①⑧①  ①①①  p 
①①①①①①①一①①①①①①①一①①①①①① t 
。 ③ 30③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③  x 
①⑧①①①①①①①①①①①一①①①①①①①①
①③①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①  p 
① ① ④ b一一 七
e ③③ー③一一一③ー③ 34b③③③③ ③③③③③  ③③③  x 
① ①  一① 一一一① ー一一⑮ ①①①①  ①①①①①  ①①①  
一①ー① ①①①①① ① ① ① ① ① ① ① ① ①  p 
一① ① ①①①①①①①①①①①①①③①①①①一 t 
u 一 ③③③③③③③③③③③③ 一 ③ ③ ③ ③ ③ 6③一 x 
一①①①① ①① ①① ①① ①①一①①①①①③①一
一⑦ a①①① ①① ①① ①① ①①一①①①⑧①①①一 p 
ur 一③③③③ ③③ ③③ ③③ ③③一③③③③③③③一 x 
一 ① ① ①①①①①①①①①①一①①①①①①①一
一 ① ① ①① 一①①① ① ①  t 
y 一③③③③③③③③ ③③  x 
一①①①①①①①① ①①  
一①①① ①①①①① 4① p 
yr 一③③ ー③ ③ 一一③ ③③  x 
一①①一① ① 一 一 ① ①①  
-59-
ng h wz C z nz s s zh ch 古 田 shrjqjj 吋 nyx y 
一①一①①①①①① ①②①①①①①  t 
1 ③③③③③③  ③③③③③③ 12b x 
①①①①①①  ① ① ① ① ① ① ④ b 
①①①①①①  ①①①①①①①  p 
①①  ②①①①①①①  t 
le ③③ー③③③③③③ ③③③③③③③  x 
①①ー①①①①①① ①①①①①①①  
①一一①①① ①①①  ①①①①①①①  p 
①①①①①①①①①①①ー①①① t 
a ③③③③ 30③③③③③③③③③③  x 
①①①①⑧①①①①①①①①①①  
①①①①①①①①①①①ー①①① p 
① ①  ① ①①  ④b t 
uo ③③③③③一③③一③ 4③一③③③③③③③③ 12b x 
①①①①①ー①①ー①②①ー①①①①①①①①④ b
一①①①① 四一一一① 一① ① 一一一①① ①①①  一① 一① p 
①②ー①①一一一①①① ①①一①① ①①①①①①①  t 
。 ③③③③③ 6 ③③③③③③③③③③③③③ 34b③③  x 
①①①①①③  一 ① ① ① ① ①①①①①①①①⑮①①
①①①①①①①①①①①⑦ b①①①①①①①①①①  p 
①①①①①  t 
e ③③③③③③③③③③③③③③③  x 
①①①①①①①①①①①①①①①  
①①①①①①  一①⑧①①①①①① p 
①②一一一①①① 一①①①①⑧①①一①一① t 
u ③③③③③③③③③③③③③③③③③一③ x 
①①①①①①①①①①①①①①①①①ー①
①①①①①①①①①① ① ① ① ① ① ① ① ー ① p 
ur ③③③  ③③一③ 4③③③③  ③③③③  一一③ x 
①①①  ① ① 一 ① ②①①①①  ①①①①一一①
①①①①①①①①①①①①①①①①一①① t 
y ③③③③③③③③③ ③③③③③③③一③③ x 
①①①①①①①①①①①①①①①①ー①①
①①①⑧①①①①①①①①①①①①ー①② p 




表 7から次の表 8の結果く全 1164字中、 l旦隼主主:774字(67.5%)、主単隼主主:368字(32.1%)、
主主隼主主:21字(1.8%)、生主主主主:1字(0.1%)>を得る。
型 ① ② ③ ④b ⑦ a ⑦ b ⑧ ⑮ 4. 6. 12b. 24a. 27b. 30. 34b. 1 
字数 774 11 331 9 1 3 10 3 5 4 5 1 1 3 2 1 
% 66.5 .9 28.4 .8 .9 .4 .4 
表 8 規範葬文のく配置類型〉分布
表 7(表 8)の複数単位字で、検討を要す字について簡潔に記す。先ず、③の大半を占める
[~J (声調符号)が①(単体字)の上側に来る 325字には特に説明を要しない。では、表 7の順序
(左から右、上から下)に大枠で沿って話を進めていこう。 [vi][qit] [cut] [yyp]は左側が幾分
右より短し、(左上が空白)が、 2単位字には基本的に表 6-1の諸類型しか設定しておらず 5ヘ
②([ vix]はりと見た。同様に、右側が(更に)幾分か短し、[ggap][guot] [hot]も②と見た。 [mie]
[gap] [guop] [bo]日ut][gup] [ca] [ssep] [jut] [nzyp]が[tu]との合字なら⑧([miex][box] [cax]は




④b ([hxaxJは12b)と見た。無論、 [muo][kuo] [gget] [yuo] [yuot]が④b([muox] [kuox] [yuox]が
12b)なのも同じである。では、 [yi]は②と④bの何れだろうか。(前記の如く、新型は設定しない。)
幸い双方の要素があるが、左側が右側の半分長程のことを重視し、④ b([yix]は12b)とした。
[bat] (③)は既に扱った。 [gga][bop][ggu][zzo][むr]の③([ggax][ggux] [zzox] [qyrx]の6.)は
自明だし、 [bba][chuo] [chur]の②([bbax][chuox] [churx]の4.)も自明と言えなくもないが、
[dap]は両要素のサイズに明確な差があるから⑦bとなる。部首(4)と部首(24)，[cip] ， [hxit] 
の交差した[vap][de] [nyo]に合う類型は表 6-2には一見、無いようだが、⑮と見た漢字[夷]
(=[大]+ [弓])等に倣い⑮とした。 ([de][nyo]が⑮の時、 [dex][nyox]は34bとなる。)[buo] [ηop] 
が⑦b([buox]が27b)なのは自明である。






1単位文字は 14-21%、2単位文字は 50-55%、3単位文字は 22-31%程である。一方、漢字の
(3/4弱を占める①+②+③+1.聞の内、務文字に無い1.(3単位字)を除いた)ill.:!:盆土盆は 66.9%(日)、
65.9%(緯)、 57.4%(中)である。概して、漢字とは集合の性質が異なるが、全く相関が無いと
いうわけでもない。例えば、もし声調符号[---]付の次高調字 345字(③が 325字、 4;Ò~ 5手、 6:Ò~ 




付けに役立つ。そこで、(第 3.3節と同じ手順で)得た統計値が稿末の表 1(葬文併音字)と表 8
である。
型 I 1 I II N V VI vn 四 I I型中、[-xJ 
字数 I113 190 61 55 6 1 1 737 I (["""J)は75字
% I 9.7 16.3 5.2 4.7 .5 .1 .1 63.3 I (6.5%)。
表 8 規範葬文(1164字)の対称型分布














1) (中国社会科学院 1994)に掲載の第四次全国人口調査に依ると、漢族 (10億 4248万人)、
ホイ メオ ウィグル
壮族 (1549万人)、満族 (982万人)、回族 (860万人)、苗族 (739万人)、維吾忽族 (721万人)
に次ぐ人口規模である。ウィグノレ族を除けば漢語の常用者が多い民族である。






5) その内、北部次方言(大涼山)が 120万人で、南部次方言(小涼山)が 40万人である。
6) 合計すると 420 万人だが、根拠にした『葬語簡誌~ (1985)では葬族の総数が 540万余















11) 345宇の内、 3字 ([nzox][hnox] [vex])は低降調([nxop][hnop] [vep])字に、[""']が着く。
12)厳密には 32文字で、 29(文字)単位となる。詳しい議論は(拙著 1997)にある























21) (阿余鉄目 2001)の宇形変遷図に依る判断。現字形は 45'回転しないと (5)が見えない。
22)表 2の産後に触れた代表字群に欠けた異体字((13)の代表形の 1800回転形の例が [zzyrJ)



















く例 : [HJ (pat)一[HJ(mu) >。
32) (3)の所属字日aJは[shapJ(の[nbiepJ)の残形とは 180'回転形であって、問一字ではない。
33) (2)の所属字[ngopJも同じ図形を持つが、残部が表 1に無く 1単位である。尚、([ciJと
[zhuoJはこの符号で弁別されるが、)[ngopJには弁別対象が無く、弁別符号ではないので、
以後はこの種の字には言及しない。











39)外に、 (20)(代表形)く[sutJ中の[gaJの残部〉、 (12)(代表形)く[hxuop]中の [tuJの残部〉など。
40) [ceJ [sso]は(表 1に単独字が無い)(19) (25)と[tu]、[hmipJは[qopJと[oJ(弁別点)からなる。
41) (註 34)に示した基準(書体とサイズ)を適用した。尚、直前の (18)の所属字[qitJもそうである。
42)この [cyp]は「弁別点」には字形が複雑(サイズも大きくなりがち)過ぎるという事情もある。
43) [guo]は([shat]に[hxuo]が二つ付いた)3単位と見なかったのは、(註 34)での基準に依る。
44) ([buop J +小円=)[ddat]の小円を (16)を見ても (16)に単独字は無い。




48)字数は 1945字 (J)、1800字(K)、2418宇 (C)。詳細は(鹿島 2006)、(鹿島 1997)を参照。
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49)右左の 900 回転で、皿、 N、V、VEは変化しないが、旦ご.1._，( 1→E川 →vn河→VI)よ





53) 1.型とは左が 1要素、右が上下 2要素の字形巴(例:[暗][移][院]など)を指す。
54)約 12%(J:11.3%、C:11.6%、K:12.3%)の左右対称 (n)型と、 87%(J:87.1%、C:87.8%、K:86.0%)
の非対称(vm)型で、ほぽ全て (98%超)である。尚、詳細は(鹿島 2006)を参照されたい。
55)詳細は(拙著 1997)を参照されたい。
56) (阿余鉄目 2001)で文字起源を扱う 145宇の内、元来の古形が右(か左)に 900回転して
いる字形は 46(1164字の 4%)程、また 1800 回転の字形は 5程ある。具体的には、右 900 が
[coJ [oJ [naJ [nyiJ [poJ [zzepJ [zzyJ [zzipJ [chytJ [latJ [ssytJ [woJ [keJ [nzyrJ [kepJ [ieJ [yieJ [ggupJ 
[jotJ [jopJ [bbuJ [ditJ [hxuotJ [ngetJ [zzyr J [kitJ [zzaJ [nraJ [py J [mutJ [itJ (31例)、左 90'が[rreJ
[rrypJ [nzytJ [muJ [hloJ日eJ[mguJ [yoJ [daJりietJ[juJ (11例)、方向(左右)の判別が(現資料から)
難しいのが [hneJ[ggeJ [hmupJ (3例)であり、回転自体の不明は[hoJ(1例)、 1800回転が













鹿島英一 (2006) ~漢字の情報理論J 白沙ヶ演、
鹿島英一 (1997)~文字の情報理論序説』風間書房、東京.
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付表 I 規範葬文 (1164宇)対称類型(1"-咽)一覧表






1 : bbit，mit，fit，ggit，bbix，hmix，hxix，hmip，dip，ndip，hlip/bbiet，viex，ddiex，vie，ddie，piep， 
ddiep，hxiep/bat，bax，pax，nbax，max，vax，gax，ba，pa，bap，bbap，map/hxuot，uox，dduox， 
hluox，gguox，mguox，dduo，hluo，gguo，uop，dduop，hluop，luop，guop，mguop，hxuop/got， 
















VI : //zy， (ょ三4半)
VI : hna// (1正，Q1与)





[子音ー時-x]=[子音ー時]+[---(声翻)](322字)一一・表1+表 7より自明 1 
[nzox] = [nzop] + [--]， [hnox] = [hnop] + [--]， [vex] = [vep] + [--] (3字) 一一_j325字
[bat] = [pat] (主)+[tu](15)， [hxa]=[hxo] (封+[hxuo](11)， [vap] = [cyp] (封+[shat] (24) ， 
[de] = [cyp] (全)+ [cip] (23)， [nyo] = [cyp] (生)+ [hxit] (8)， [muo] = [cyp] (生)+ [tot] (4)， 
[yuo]=[呂田](生)+ [hlep] (15)， [chuo] = [hxo] (生)+[dop](4)， [kuo]=[sse] (韮)+ [ke] (26) ， 
[yu叫]= [tot] (封+[ga] (12)， [gget] = [cyp] (生)+ [nzi] (4) ，日iet]=[ne] (生)+[ne](4)， 
[zzo] = [yie] (Q_)+[tu] (15)， [ggap]= [ggop] (豆)+ [hxuo] (11)， [lap] = [hlut] (1) + [shy] (19) ， 
[hniep] = [gep] (1) + [li] (2)， [gga] = [lyr] (皇)+ [nbiep] (1)， [chur] = [put] (10) + [dop] (4)， 
[yi] = [mop] (盟)+ [pat] (1) ， [町op]=[mop](迎)+[ke](26)， [buo]= [mop] (盟)+ [buop] (25)， 
[bup] = [hxuo] (且)+ [hxuo] (旦)， [vi]=[hxuo] (旦)+ [cyp] (4)， [ca]=[tu] (些)+ [cyp] (4)， 
[gap]=[tu] (些)+[ga](12)， [gup]= [tu] (草川[gu](13) ，日ut]=[tu](堕)+ [dop] (4)， 
[ssep] = [tu] (盟)+[sse](4)， [lut]=[tu] (些)+[ke](26)， [bo]=[tu] (笠)+ [buop] (25) ， 
[mie] = [tu] (15) + [cy] (22)， [guop] = [tu] (15)+[gop] (26)， [nzyp] = [tu] (堕)+日ji](1)， 
[cut] = [cur] (些，)+[shy](19)， [qit] = [mot] (盟)+ [shy] (19)， [hot] = [shy] (旦)+ [hxuo] (19)， 
[yyp]= [shy] (19) + [hxuo] (11)， [qyr]=[hxop] (23) + [bbi] (1)， [dap]=[shat] (坐)+ [cyp] (4)， 
[guot] = [shat] (担)+ [cyp] (4)， [ggu]= [shat] (坐，)+ [shat] (24)， [bba] = [shat] (担，)+ [shat] (24) ， 
[bop]= [buop](盆)+ [buop] (25)， 
3単位文字 (21字): 
[子音司時-x]=[子音ー時]+[---(声翻)]即ち、
([ vix] (斗)，[miex] (堕)，[bbax] (担)，[ggax] (皇)，[hx拡](生)，[buox] (盟)，[muox] (~，)， [kuox] (生)， 
[box] (語)，[dex] (~)， [ggux] (話人[yix](盟)，[cax] (語)，[chuox] (生)，[yuox] (生)，[zzox] (Q_) ， 
[nyox] (生)，[churx] (主旦)，[qyrx] (23) ，) (19字)、
[die] = [bup] (2単位)(旦)+ [cyp] (4)ー…表1+表 7より自明
[hlyp] = [cyp] (韮)+ [cyp] (4)+[---] (ま声翻)， 
4単位文字(1字): 
[diex] = [die] (3単位)(且)+[---(声翻)]， 
補 1)凡例:[bat] <= [pat] (主)+[tu](15)>は、部首(1)に属す[pat]と、部首(15)に属す[tu]から
なる 2単位文字で、検字は王盤付きの部首(1)の文字一覧主立からできることを示す。
補 2)順序:表 2の部首(昇順)別。尚、['""')](声翻)付き文字は全 345字(表 2)。
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